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１
月
９
日
（
日
）
、
東
京
駅
７
時
２
０
分
発

の
中
央
線
特
別
快
速
高
尾
行
き
に
乗
車
。
高
尾

で
甲
府
行
き
に
乗
り
換
え
、
大
月
駅
に
８
時
５

７
分
着
。
９
時
４
分
発
の
富
士
急
線
河
口
湖
行

き
に
乗
り
換
え
、
禾
生
駅
に
９
時
１
４
分
着
。 

雲
一
つ
な
い
青
空
の
駅
前
に
降
り
立
っ
た

の
は
星
野
親
子
、
宗
像
夫
人
、
神
山
、
戸
丸
の

５
名
。
ス
パ
ッ
ツ
な
ど
の
身
支
度
、
体
操
を
し

て
、
９
時
３
０
分
歩
き
だ
す
。 

駅
前
か
ら
正
面
に
は
道
志
方
面
の
峰
が
見
え

て
い
る
。
す
ぐ
国
道
１
３
９
号
の
信
号
を
左
折
。

右
側
に
は
な
だ
ら
か
な
九
鬼
山
が
目
の
前
に

見
え
て
い
る
。
畑
は
一
面
の
雪
だ
が
５
セ
ン
チ

ほ
ど
の
積
雪
。
右
側
に
は
地
図
に
は
な
い
最
近

出
来
た
ら
し
い
立
派
な
橋
が
あ
り
道
志
方
面

に
道
が
つ
な
が
っ
て
い
る
ら
し
い
。
正
面
に
あ

る
国
道
の
温
度
表
示
は
０
度
。
青
空
の
下
で
気

持
ち
が
い
い
の
で
寒
さ
は
あ
ま
り
感
じ
な
い
。 

 

正
面
に
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
橋
が
九

鬼
山
の
下
の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
左
に
伸
び
て
い

る
。 

 

９
時
４
４
分
、
落
合
橋
を
渡
り
川
の
先
を
鋭

角
に
右
に
曲
が
る
と
目
の
前
に
水
道
橋
が
現

れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
洒
落

た
レ
ン
ガ
造
り
の
ア
ー
チ
が
連
な
っ
た
形
の

デ
ザ
イ
ン
だ
。
水
道
橋
を
く
ぐ
り
左
に
登
る
と

す
ぐ
に
分
岐
に
な
る
。 

９
時
４
９
分
、
左
に
行
け
ば
愛
宕
神
社
コ
ー

ス
だ
が
、
右
の
杉
山
新
道
に
入
っ
て
ゆ
く
。
左

方
向
を
見
る
と
リ
ニ
ア
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

橋
の
向
こ
う
に
大
菩
薩
や
奥
多
摩
方
面
の
山

並
み
が
雪
化
粧
を
し
て
並
ん
で
い
て
美
し
い
。

足
元
が
少
し
凍
り
つ
い
て
い
て
慎
重
に
歩
く
。 

熊
出
没
注
意
の
黄
色
い
看
板
を
過
ぎ
る
と

雪
は
だ
ん
だ
ん
柔
ら
か
く
な
っ
て
き
て
気
持

ち
が
良
い
。
名
前
の
通
り
杉
や
檜
の
植
林
地
の

中
の
溝
状
の
道
を
緩
や
か
に
登
っ
て
ゆ
く
。 

 

右
側
の
小
さ
な
沢
は
氷
結
し
て
い
て
氷
の

下
を
水
が
流
れ
る
音
が
す
る
。 

 

１
０
時
３
分
、
右
の
そ
の
沢
を
渡
る
。
雪
が

多
く
な
り
ふ
っ
く
ら
と
し
て
柔
ら
か
い
。
積
も

っ
た
雪
が
竹
を
し
な
ら
せ
て
目
の
前
の
ル
ー

ト
を
塞
い
で
い
た
り
す
る
が
払
い
落
と
し
な

が
ら
進
む
。 

 

道
は
ジ
グ
ザ
グ
に
九
十
九
折
に
進
む
。
振
り

返
る
と
真
っ
白
な
富
士
山
が
こ
ち
ら
を
見
て

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
２
３
３
号 

２
０
１
２
年 

２
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
って
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

白
、
白
、
白
！ 

白
銀
の
九
鬼
山
。
雪
玉
も
作
れ
な
い
ほ
ど
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
の
山
道
を
登
る
！ 

２
２
＊
０
０
０
歩
。 
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い
る
。
富
士
山
の
右
側
に
位
置
す
る
台
形
の
上

に
ア
ン
テ
ナ
が
二
つ
見
え
る
三
ツ
峠
も
堂
々

と
し
た
山
容
を
見
せ
て
い
る
。 

 

雪
が
少
し
ず
つ
多
く
な
っ
て
い
る
が
小
石

や
根
が
隠
れ
て
か
え
っ
て
歩
き
や
す
い
。
じ
わ

じ
わ
と
高
度
を
稼
い
で
段
々
登
っ
て
ゆ
く
。
下

を
見
る
と
禾
生
方
面
が
見
え
る
が
随
分
上
っ

て
い
る
の
が
分
か
る
。 

 

１
０
時
５
９
分
、
「
ハ
チ
の
テ
ラ
ス
」
を
通

過
。
右
側
が
落
ち
て
い
る
日
陰
の
斜
面
を
歩
く

が
か
な
り
雪
が
多
く
真
っ
白
だ
。
少
し
急
な
道

を
登
る
と
目
の
前
が
明
る
く
な
っ
て
く
る
。 

 

１
１
時
２
２
分
、
弥
生
峠
に
到
着
。
少
し
休

憩
す
る
が
尾
根
は
風
が
少
し
吹
い
て
も
寒
い
。

気
温
は
か
な
り
低
い
は
ず
だ
。 

 

脱
い
だ
上
着
を
も
う
一
度
着
て
出
発
。
雑
木

林
の
尾
根
だ
。
尾
根
を
右
に
巻
く
よ
う
に
な
る

と
南
面
に
な
り
雪
は
少

し
ザ
ラ
メ
状
に
な
っ
て

い
る
。
木
々
の
陰
が
白

い
雪
に
投
影
さ
れ
て
映

画
の
よ
う
だ
。（
磯
部
俶

先
生
の
「
夜
更
け
の
土

蔵
の
白
壁
に
、
お
月
さ

ん
が
」
梅
の
枝
を
映
し

て
る
情
景
が
浮
か
ん
で

き
た
。「
何
だ
ろ
う
、
な

ん
だ
ろ
う
、
梅
の
花
だ

よ
！
」
素
敵
な
歌
だ
。
） 

 

再
び
尾
根
に
出
る
。
見
晴
ら
し
の

い
い
と
こ
ろ
に
出
た
。
リ
ニ
ア
見

晴
台
と
書
い
て
あ
る
。
今
い
る
九

鬼
山
の
真
下
か
ら
高
川
山
の
ト

ン
ネ
ル
に
向
か
っ
て
リ
ニ
ア
が

つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
正
面

に
は
大
菩
薩
峠
の
白
い
尾
根
な

ど
山
々
の
峰
が
連
な
っ
て
い
る
。 

 

１
２
時
３
分
、
右
、
鈴
懸
峠
か

ら
の
尾
根
に
出
る
。
右
に
行
け
ば

高
畑
山
や
倉
岳
山
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ず
っ
と
先
に
は
矢
平
山

や
高
柄
山
も
あ
る
。
左
、
山
頂
を

目
指
す
。 

 

１
２
時
１
３
分
、
北
側
方
面
の

山
々
が
絶
景
の
九
鬼
山
山
頂
に

到
着
。
し
か
し
日
影
で
寒
い
。
日

本
酒
で
乾
杯
し
、
そ
れ
で
も
各
自

の
お
弁
当
に
卵
焼
き
な
ど
の
い

つ
も
の
差
し
入
れ
で
豪
華
に
。
イ

ン
ス
タ
ン
ト
味
噌
汁
も
す
ぐ
に

冷
め
る
。
３
０
分
以
内
で
手
早
く

切
り
上
げ
て
記
念
撮
影
。 

 

１
２
時
４
５
分
、
雪
の
山
頂
を

出
発
。
さ
ら
さ
ら
の
パ
ウ
ダ
ー
ス

ノ
ー
を
蹴
っ
て
降
り
て
ゆ
く
。
す

ぐ
に
急
な
や
せ
尾
根
の
く
だ
り

に
な
る
。
凍
結
し
て
い
な
い
の
で

ア
イ
ゼ
ン
無
し
で
降
り
る
。
雪
は

 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

メール：tomaru.120made.go@docomo.ne.jp 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

http://www.geocities.jp/hakonegumi1991/ 

 

２
月
１
９
日
（
日
）
三
浦
富
士
（
１
８
３
ｍ
）
に
行
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

ら
く
だ
コ
ー
ス
（
歩
行
２
時
間
４
０
分
） 

横
須
賀
線
衣
笠
駅
か
ら
京
急
バ
ス
で
一
騎
塚
下
車
。
武
山
（
２
０
０

ｍ
）
、
砲
台
山
（
２
０
４
ｍ
）
を
経
由
し
て
三
浦
富
士
に
。
下
山
は

京
浜
急
行
津
久
井
浜
駅
に
向
か
い
ま
す
。 

 

◆ 

何
か
汁
物
を
作
る
予
定
で
す
。 

 

持
ち
物 

お
弁
当
、
飲
料
水
、
非
常
食
、
食
器
、
箸
、
カ
ッ
プ
、 

ポ
ッ
ト
に
お
湯
、
雨
具
、
傘
、
ス
パ
ッ
ツ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、 

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ(

予
備
電
池)

、
地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、（
痛

み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ち
り
紙(

ロ

ー
ル
ペ
ー
パ
ー)

、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー
か
マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、

ホ
イ
ッ
ス
ル
、
磁
石
、
他
、
山
と
高
原
地
図
登
山
装
備
表
な
ど
を
参

考
に
装
備
。 

 
 ●

申
し
込
み
は
２
月
１
７
日(

金)

ま
で
に 

 

集合 ２月１９日（日） 

JR東京駅 横須賀線（1番線） 

7：25発 久里浜行（前から 3両目） 

途中駅発 

新橋 7：28 品川 7：33 西大井 7：38 

武蔵小杉：43 新川崎 7：46 横浜 7：56 

大船 8：14 衣笠駅 8：48 着（徒歩 5分位） 

バス乗り換え  

衣笠十字路 9：07発 三崎東岡行  

一騎塚 9:18着 

交通費 行き 東京～衣笠 1,050円 

衣笠十字路～一騎塚 230円 

帰り 津久井浜～品川 830円 

切
手
残
数 

９
０
円
切
手 

３
６
枚 

８
０
円
切
手 

７
７
枚 

６
０
円
切
手 

４
０
枚 

５
０
円
切
手 

１
０
枚 

現在の収支 

繰越  46,632 円 

 

切手購入－8,000 円 

印刷費  －3,000 円 

コピー   －200 円 

現在高  35,432 円 
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か
な
り
深
い
が
足
を
取
ら
れ
る
ほ
ど
で
は
な

い
。
そ
れ
で
も
か
な
り
の
傾
斜
な
の
で
慎
重
に

降
り
て
ゆ
く
。
登
り
で
な
く
て
よ
か
っ
た
と
誰

も
が
思
う
傾
斜
だ
。
細
い
馬
の
背
の
よ
う
な
下

り
も
あ
る
。 

 

１
時
８
分
、
右
に
朝
日
小
沢
方
面
へ
の
道
を

分
け
る
。
猿
橋
駅
バ
ス
営
業
所
ま
で
１
時
間
４

０
分
と
あ
る
。
尾
根
正
面
目
の
前
に
馬
立
山
下

山
左
の
看
板
が
あ
る
。
そ
れ
を
見
て
左
に
下
り

て
ゆ
く
。
左
に
落
ち
て
い
る
斜
面
の
雪
深
い
中

を
楽
し
く
下
る
。 

１
時
１
０
分
頃
、
日
影
の
コ
ー
ス
に
な
る
と
風

で
粉
雪
が
飛
ば
さ
れ
た
た
め
か
コ
ー
ス
の
踏

み
跡
が
消
え
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
な
る
。

先
頭
の
星
野
さ
ん
と
戸
丸
が
交
代
す
る
。
雪
も

深
く
右
に
傾
斜
が
落
ち
込
ん
で
い
た
が
す
ぐ

に
踏
み
跡
が
は
っ
き
り
し
て
き
て
ま
た
先
頭

を
交
代
す
る
。
カ
モ
シ
カ
や
ウ
サ
ギ
な
ど
の
足

跡
ら
し
き
も
の
が
沢
山
見
ら
れ
た
。
彼
ら
は
登

山
道
を
横
切
る
よ
う
に
歩
い
た
り
、
ま
た
登
山

道
を
一
緒
に
歩
い
た
り
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

１
時
３
０
分
、
紺
屋
の
休
場
に
到
着
。
少
し

広
場
に
な
っ
て
い
て
景
色
も
良
い
。 

 

１
時
５
４
分
、
札
金
峠
手
前
の
分
岐
を
左
に
、

ま
っ
す
ぐ
行
け
ば
馬
立
山
経
由
で
猿
橋
駅
に

至
る
。
い
つ
か
こ
の
コ
ー
ス
も
歩
い
て
み
た
い
。 

 
ヒ
ノ
キ
の
植
林
の
林
に
な
っ
て
少
し
行
く

と
２
時
１
５
分
、
広
い
林
道
に
出
る
。 

 

途
中
で
猟
師
の
お
じ
さ
ん
が
軽
ト
ラ
ッ
ク

で
登
っ
て
き
て
犬
を
探
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
猟
の
途
中
で
２
匹
の
猟
犬
が
帰
っ
て

こ
な
い
と
の
こ
と
で
一
日
探
し
て
い
る
ら
し

か
っ
た
。
す
ぐ
に
戻
っ
て
き
て
ま
た
色
々
な
話

を
し
て
下
っ
て
い
っ
た
。 

 

集
落
に
出
て
線
路
を
渡
る
と
今
度
は
違
う

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
出
会
っ
た
が
荷
台
に
は
カ
モ

シ
カ
ら
し
き
動
物
が
内
臓
を
す
っ
か
り
取
ら

れ
て
空
洞
に
な
っ
た
そ
の
お
腹
を
こ
ち
ら
に

見
せ
て
通
過
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
動
物
と
人

間
の
現
実
の
姿
だ
。 

集
落
内
を
だ
い
ぶ
歩
い
て
３
時
前
に
田
野

倉
駅
に
到
着
。
こ
の
時
間
は
１
時
間
に
一
本
位

し
か
な
い
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
３
時
９
分
の

電
車
に
乗
る
こ
と
が
出
来
た
。 

大
月
駅
に
到
着
。
宗
像
夫
人
と
こ
こ
で
お
別

れ
し
４
人
は
１
１
月
に
寄
っ
た
お
店
に
入
る
。

神
山
さ
ん
が
忘
れ
た
帽
子
を
ち
ゃ
ん
と
保
管

し
て
お
い
て
く
れ
た
。
ま
ず
ビ
ー
ル
で
乾
杯
。

餃
子
や
堅
焼
き
そ
ば
を
注
文
し
楽
し
ん
で
い

る
と
グ
ラ
グ
ラ
ッ
と
揺
れ
た
。
そ
れ
ほ
ど
大
き

い
地
震
と
思
わ
な
か
っ
た
が
震
度
４
近
く
あ

っ
た
ら
し
い
。
お
店
の
ガ
ス
が
止
ま
っ
て
頼
ん

だ
野
菜
炒
め
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
間
に
熱
燗
や
焼
酎
も
す
す
ん
で
し
ま
っ

た
。
２
時

間
ほ
ど
楽

し
ん
で
打

ち
上
げ
は

終
了
し
た
。 
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